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質
問

市
街
化
調
整
区
域
で
の

地
区
計
画
や
土
地
利
用
と
は
。

ま
た
、
成
島
駅
南
側
地
区
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

地
区
計
画
は
、
地
域
の

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と

し
て
、
道
路
や
公
園
等
の
規
模

や
配
置
、
建
物
の
用
途
等
の
整

備
計
画
を
策
定
し
、
地
区
の
環

境
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
駅
南
側
地
区
は
、
大

規
模
指
定
集
落
に
設
定
し
て
お

り
、
土
地
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

や
地
区
計
画
を
策
定
し
、
地
元

住
民
の
意
見
を
基
に
既
存
集
落

と
駅
周
辺
の
地
域
を
残
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

機
能
的
な
区
民
会
館
へ

質
問

成
島
町
区
民
会
館
の
新

築
移
転
に
つ
い
て
、
当
局
と
し

て
の
支
援
等
を
伺
い
ま
す
。

答

区
民
会
館
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
な
活
動
拠
点

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市
の
補

助
金
は
３
０
０
万
円
で
す
。
ま

た
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助

成
金
は
１
５
０
０
万
円
で
、
全

国
で
年
間
約
１
２
０
件
、
県
内

で
は
２
、
３
件
が
採
択
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
採
択
に
向
け
た
支

援
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

新
築
移
転
予
定
地
に
隣

接
し
て
い
る
土
地
を
公
園
用
地

や
避
難
用
地
と
し
て
活
用
し
た

い
と
の
地
元
要
望
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答

当
該
用
地
を
市
が
買
収

し
て
整
備
を
行
う
こ
と
は
、
現

状
で
は
困
難
で
す
が
、
防
災
面

で
の
活
用
は
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
元
の
皆
様
と
情
報

共
有
を
行
い
、
協
議
、
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
整
備
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

公
共
交
通
機
関
を
生
か

し
た
地
域
づ
く
り
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
地
域
の
活
力

を
維
持
し
な
が
ら
生
活
機
能
を

確
保
し
、
地
域
公
共
交
通
と
連

携
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

成
島
駅
南
周
辺
は
計
画

の
中
で
地
域
拠
点
と
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答

地
域
住
民
へ
日
常
的
な

生
活
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
し
、

そ
の
機
能
の
維
持
・
拡
充
を
図

り
、
都
市
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
中
心
拠
点
を
補
完
す
る
機
能

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
市
内
各
病
院
、

商
工
業
分
野
へ
の
影
響
と
、
支

援
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

市
内
各
病
院
、
商
工
業

分
野
と
も
に
経
営
は
大
変
厳
し

い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

国
は
医
療
従
事
者
に
対
し
、
慰

労
金
の
給
付
を
決
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を

設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自

の
小
規
模
事
業
者
支
援
給
付
金

制
度
を
設
け
る
な
ど
、
診
療
所

な
ど
も
含
め
て
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
産
業
分

野
別
に
定
期
的
に
個
別
訪
問
し
、

実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

質
問

教
育
分
野
に
お
い
て
、

学
習
指
導
は
計
画
ど
お
り
な
の

か
。
ま
た
、
親
が
離
職
し
た
場

合
の
子
ど
も
の
給
食
費
は
。

答

学
習
指
導
に
関
す
る
一

学
期
終
了
時
点
で
の
調
査
で

は
、
計
画
よ
り
小
学
校
で
約
７

％
、
中
学
校
で
約
12
％
の
遅
れ

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、給
食
費
は
、

就
学
援
助
制
度
の
中
で
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
現
在
８
世
帯
13

人
が
支
給
を
受
け
て
い
ま
す
。

質
問

感
染
症
に
か
か
っ
た
患

者
や
家
族
を
差
別
的
言
動
か
ら

ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
。

答

市
Ｈ
Ｐ
等
で
正
し
い
情

報
を
発
信
し
、
不
当
な
差
別
・

偏
見
・
い
じ
め
が
起
き
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

市
長
の
公
用
車
使
用
の

見
直
し
及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
市
長
の
行
政
運
営
方
針
は
。

答

３
６
５
日
勤
務
と
考
え
、

公
用
車
は
公
私
混
同
せ
ず
、
適

正
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
感
染
症
対
策
な
ど
の

充
実
を
図
り
、
市
民
の
命
と
健

康
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る

た
め
の
流
れ
と
、
市
内
の
検
査

施
設
及
び
実
績
を
伺
い
ま
す
。

答

一
つ
の
ル
ー
ト
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、
館

林
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
や
実
績
は
非
公
表
で
す
。

質
問

公
立
館
林
厚
生
病
院
で

の
二
次
感
染
防
御
体
制
は
。
ま

た
、
感
染
症
に
対
す
る
医
療
費

は
、
ど
こ
ま
で
公
費
と
な
る
か
。

答

厚
生
病
院
は
、
原
因
を

究
明
し
、
第
三
者
機
関
に
よ
る

検
証
を
受
け
再
開
し
ま
し
た
の

で
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
陽
性
者
の
入
院
費
は
全

額
公
費
で
す
が
、
退
院
後
の
通

院
費
は
保
険
診
療
と
な
り
、
自

己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　
　
　
　
　
対
策
等
に
つ
い
て

吉
野
　
高
史 

議
員

立
地
適
正
化
計
画
に
沿
う

地
域
づ
く
り
と
地
域
要
望
に
つ
い
て
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員


